








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































30）水上勉『古河力作の生涯』 (1973年〉文春文庫， 1978年2 「あとがき」 313ページ。
「私は天下国家について大きく発言するのは嫌いである。しかし，天下国家の片隅にあって，天下
国家の運命に踏みたたれてゆく小さな人生についての関心はふかくある。今日もその関心はつよい方
だ。カ作の人生を掘りおこすことで，この国のありようというものに，白然とつきあたり，ひとこと
でいうなら，明治も今もかわっていない図柄というものについて，ずいぶん考えさせられていった。
このことも， 「古河力作」から与えられたものというしないだろうJ
31）嶋岡農『明治・青春の夢一革新的行動者たちの日記一』朝日選書， 1988年， 8ページ。
196 立教経済学研究第43巻第4号 1990年
は，本稿「はしがき」の冒頭に披露した内山愚童の「無政府共産Jを「徹底した主権在民」と
いうキー・ワードで強調された表現方法となにか通ずるものがある。（後承〉
